
第
十
二
号
様
式
国
際
油
汚
染
防
止
証
書
（
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
証
書
）
の
追
補
油
タ
ン
カ
ー
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
記

録５

中

「5.7.6
こ
の
船
舶
は
、
第
３
規
則
６
の
規
定
に
よ
り
第
28規

則
６
の
要
件
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。
復
原
性

は
次
の
方
法
に
よ
つ
て
検
証
さ
れ
る
。

を

T
h
e
req
u
irem

en
ts
o
f
reg
u
la
tio
n
28 .6

a
re
w
a
iv
ed
in
resp
ect
o
f
th
e
sh
ip
in
a
cco
r‑

d
a
n
ce
w
ith
reg
u
la
tio
n
3 .6 .S

ta
b
ility

is
v
erified

b
y
th
e
fo
llo
w
in
g
m
ea
n
s
:



」

「5.7.6
こ
の
船
舶
は
、
第
３
規
則
６
の
規
定
に
よ
り
第
28規

則
６
の
要
件
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。
復
原
性

は
次
の
方
法
に
よ
つ
て
検
証
さ
れ
る
。

に

T
h
e
req
u
irem

en
ts
o
f
reg
u
la
tio
n
28 .6

a
re
w
a
iv
ed
in
resp
ect
o
f
th
e
sh
ip
in
a
cco
r‑

d
a
n
ce
w
ith
reg
u
la
tio
n
3 .6 .S

ta
b
ility

is
v
erified

b
y
th
e
fo
llo
w
in
g
m
ea
n
s
:

」

改
め
、
同
記
録10

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準

等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
南
極
海
域
」
の
下
に
「
及
び
北
極
海
域
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
ス
ラ
ッ
ジ
貯
蔵
装
置
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
配
置
の
基
準
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を

第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
第
一
号
の
ス
ラ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
総
容
量
が
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
有
す
る
船
舶
で
あ
つ

て
政
令
別
表
第
一
の
五
に
掲
げ
る
南
極
海
域
又
は
北
極
海
域
（
以
下
「
極
海
域
」と
い
う
。）を
航
行
す
る
も
の（
極

海
域
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

に
つ
い
て
は
、
ス
ラ
ッ
ジ
タ
ン
ク
を
外
板
か
ら
直
角
に
測
つ
た
距
離
が
い
ず
れ
の
箇
所
に
お
い
て
も
〇
・
七
六

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
場
所
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
ビ
ル
ジ
貯
蔵
装
置
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
配
置
の
基
準
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を
第

四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
第
一
号
の
ビ
ル
ジ
タ
ン
ク
の
総
容
量
が
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
有
す
る
船
舶
で
あ
つ
て

極
海
域
を
航
行
す
る
も
の
（
極
海
域
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
ビ
ル
ジ
タ
ン
ク
を
外
板
か
ら
直
角
に
測
つ
た
距
離
が
い
ず
れ
の
箇

所
に
お
い
て
も
〇
・
七
六
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
場
所
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
の
タ
ン
カ
ー
」
の
下
に「（
極
海
域
を

航
行
す
る
も
の
（
極
海
域
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ

た
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
六
百
ト
ン
未
満
の
も
の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
す
べ
て
」
を「
全
て
」

に
改
め
、「
超
え
な
い
も
の
」
の
下
に
「
で
あ
つ
て
極
海
域
を
航
行
す
る
も
の
以
外
の
も
の
」
を
加
え
る
。

（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正
）

第
十
条

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
の
検
査
等
に
関
す
る

規
則
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
号
様
式
国
際
油
汚
染
防
止
証
書
（
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
証
書
）
の
追
補
油
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
の
構
造
及
び
設
備

に
関
す
る
記
録７

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８
極
海
コ
ー
ド
Ⅱ

Ａ
部
第
１
章
の
適
合

C
o
m
p
lia
n
ce
w
ith
p
a
rt Ⅱ


A

ch
a
p
ter
1
o
f
th
e
P
o
la
r
C
o
d
e

8.1
こ
の
船
舶
は
、
極
海
コ
ー
ド
の
序
章
及
び
Ⅱ

Ａ
部
第
１
章
1.2の

環
境
に
係
る
規
定
の
追
加
要
件
に

適
合
し
て
い
る
。

T
h
e
sh
ip
is
in
co
m
p
lia
n
ce
w
ith
a
d
d
itio
n
a
l
req
u
irem

en
ts
in
th
e
en
v
iro
n
m
en
t‑rela

ted

p
ro
v
isio
n
s
o
f
th
e
in
tro
d
u
ctio
n
a
n
d
sectio

n
1 .2
o
f
ch
a
p
ter １

o
f
p
a
rt Ⅱ


A
o
f
th
e
P
o
la
r

C
o
d
e.



11
極
海
コ
ー
ド
Ⅱ

Ａ
部
第
１
章
の
適
合

C
o
m
p
lia
n
ce
w
ith
p
a
rt Ⅱ


A

ch
a
p
ter
1
o
f
th
e
P
o
la
r
C
o
d
e

11.1
こ
の
船
舶
は
、
極
海
コ
ー
ド
の
序
章
及
び
Ⅱ

Ａ
部
第
１
章
1.2の

環
境
に
係
る
規
定
の
追
加
要
件

に
適
合
し
て
い
る
。

T
h
e
sh
ip
is
in
co
m
p
lia
n
ce
w
ith
a
d
d
itio
n
a
l
req
u
irem

en
ts
in
th
e
en
v
iro
n
m
en
t‑rela

ted

p
ro
v
isio
n
s
o
f
th
e
in
tro
d
u
ctio
n
a
n
d
sectio

n
1 .2
o
f
ch
a
p
ter
1
o
f
p
a
rt Ⅱ


A
o
f
th
e
P
o
la
r

C
o
d
e.



（
船
舶
機
関
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

船
舶
機
関
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
第
二
項
中
「
船
舶
」
の
下
に
「
又
は
極
海
域
航
行
船
（
船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六

号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
極
海
域
航
行
船
を
い
う
。）で
あ
つ
て
海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
船
舶
」
を
加

え
る
。

第
六
十
九
条
の
二
中
「
以
上
」
の
下
に「（
極
海
域（
船
舶
設
備
規
程
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
極
海
域
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
航
行
す
る
船
舶
（
極
海
域
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
氷
が
あ
る
海

域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）」を
加
え
る
。

第
九
十
六
条
第
四
号
ホ
中「（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六
号
）」を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
設
備
規
程
第
百
十
五
条
の
二
十
三
の
三
第
三
項
及
び
第
百
四
十
六
条
の
二
十
三

第
二
項
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
区
画
規
程
第
四
十
二
条
の
二
、
第
六
十
六
条
、
第
百
二
条
の
七
の

二
、
第
百
二
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
百
九
条
第
四
項
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
危
険
物
船
舶
運
送
及
び

貯
蔵
規
則
第
二
百
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
三
百
十
三
条
第
五
項
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
等

及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省

令
第
六
条
第
三
項
、
第
八
条
第
三
項
及
び
第
十
七
条
第
五
号
並
び
に
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
機
関

規
則
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

現
存
船
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
設
備
規
程
（
第
百
十
五
条
の
七
第
二
項
、
第
百
十
五
条

の
二
十
三
の
三
第
三
項
及
び
第
百
四
十
六
条
の
二
十
三
の
規
定
を
除
く
。）、
船
舶
復
原
性
規
則
、
危
険
物
船
舶
運
送

及
び
貯
蔵
規
則
（
第
二
百
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
三
百
十
三
条
第
五
項
の
規
定
を
除
く
。）、
船
舶
安
全
法
施
行
規

則
、
船
舶
救
命
設
備
規
則
、
船
舶
消
防
設
備
規
則
及
び
船
舶
機
関
規
則
（
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
を
除
く
。）の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
平
成
三
十
年
一
月
一
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
、
第
一
種
中
間

検
査
又
は
第
二
種
中
間
検
査
（
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
準
備
を
行
う
も
の
に
限

る
。）の
時
期
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後
は
、

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
極
海
域
航
行
船
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
船
舶
設
備
規
程
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
極
海
域
航
行
船
を
い
う
。）に
備
え
付
け
て
い
る
救
命
艇
に
つ

い
て
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
、第
一
種
中
間
検
査
又
は
第
二
種
中
間
検
査（
船

舶
安
全
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
準
備
を
行
う
も
の
に
限
る
。）の
時
期
以
後
は
、
船
舶
設
備
規

程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
一
年
運
輸
省
令
第
二
十
五
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。


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